






Translation and Annotation of “The Nine Chapters 




  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the twenty-fourth article based on our research and results in which we studied the 
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[一六]今有玉方一寸、 重七兩、 石方一寸、 重六兩。 今有石立方三寸、 中有玉、 幷
重十一斤。 問玉・石重各幾何。 答曰、 玉十四寸、 重六斤二兩、 石十三寸、 重四斤
十四兩。

















のであるが、玉と石のそれぞれの 1 立方寸を交換するたびに重さの変化が（ 7 － 6
＝）1 両変化するので、不足の数を玉とし、あまりの数を石とすればよい。
　　　すべて玉ならば13両余るので、石の立方寸数は 13―7-6=13立方寸。
　　　石の重さは 6×13＝78両＝ 4 斤14両。
　　　すべて石ならば14両不足するので、玉の立方寸数は 14―7-6=14立方寸。
　　　玉の重さは 7×14＝98両＝ 6 斤 2 両。




























　　　 1 立方寸あたり玉は 7 両、石は 6 両なので、玉と石を交換すれば 1 両変化する。
　　　したがって、27立方寸の中で13立方寸を石にすると過不足がなくなる。
　　　つまり、玉は14立方寸。石は13立方寸である。
　　　玉は14×7＝98両＝6 2―16斤＝ 6 斤 2 両
　　　石は13×6＝78両＝4 14―16斤＝ 4 斤14両
訳： 「立方三寸」とは、 1 辺が 3 寸の立方体であり、体積は27立方寸（33立方寸）となる。
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[一七]今有善田一畝、 價三百、 惡田七畝、 價五百。 今幷買一頃、 價錢一萬。 問善・
惡田各幾何。 答曰、 善田十二畝半。 惡田八十七畝半。



































訳：今、善田は 1 畝で価は300銭、悪田は 7 畝で価は500銭である。今、合わせて 1 頃（100
畝）を買うと、価は 1 万銭であった。問う、善田と悪田の面積はそれぞれどれくらいか。
答えにいう、善田は12畝半。悪田は87畝半。
　　 　術にいう、かりに善田が20畝であれば、悪田は80畝であり、 1 万銭より1714 2―7 銭多












5714 2―7 銭である。 1 万銭と比べると、1714
2―7 銭多い。善田が10畝であれば、値は3000
銭、そのとき悪田が90畝であるので、値は6428 4―7 銭である。 1 万銭と比べると、
571 3―7 銭不足する。盈不足術によりこれを求める。
[一八]今有黃金九枚、 白銀十一枚、 稱之重、 等。 交易其一、 金輕十三兩。 問金・
銀一枚各重幾何。 答曰、 金重二斤三兩十八銖、 銀重一斤十三兩六銖。
術曰、假令黃金三斤、白銀二斤十一分斤之五、不足四十九、於右行。 令之黃金二斤、
白銀一斤十一分斤之七、 多十五、 於左行。 以分母各乘其行内之數、 以盈・不足維















注：（80）1 斤＝16両、 1 両＝24銖。
　　（8 1）「所出率」は、50）の23頁にみえる。ここでも「所出率」は仮定値の意である。
本題では、黄金 1 枚が 3 斤あるいは 2 斤の仮定値のこと。
　　（8 2）計算は以下の通り。黄金 9 枚の重さ＝白銀11枚の重さである。
　　　 1 ．かりに黄金 1 枚が 3 斤（48両）であれば、白銀 1 枚は 2 5―11斤（
432―11 両）となり、
黄金と白銀を 1 枚ずつ交換すると、















































訳： 今、黄金 9 枚と白銀11枚があり、重さをはかると、ちょうど等しかった。その 1 枚ず
つを取り替えると、黄金の方が13両軽い。問う、黄金と白銀の 1 枚の重さはそれぞれ
どれくらいか。答えにいう、黄金の重さは 2 斤 3 両18銖、白銀の重さは 1 斤13両 6 銖
である。
　　 　術にいう、かりに黄金が 3 斤（48両）とすると、白銀は 2 5―11斤（
432―11 両）となり、
49―11















































ば、黄金 1 枚は 9 で割ると 3 斤（48両）を得られる。白銀 1 枚は11で割ると2 5―11斤
（432―11 両）が得られる。これらがそれぞれ黄金と白銀の 1 枚の重さとなる。黄金の重さ
27斤の中から、 1 枚の黄金の重さを減らして、白銀に加え、また白銀の重さ27斤の中






すること四十九」というのである。また黄金が 9 枚、 1 枚の重さが 2 斤であれば、 9
枚の重さは18斤である。白銀11枚は、合わせた重さが18斤だから、これを11で割ると、
















日增十三里。 駑馬初日行九十七里、 日減半里。 良馬先至齊、 復還迎駑馬。 問幾何
日相逢及各行幾何。 答曰、 十五日一百九十一分日之一百三十五而相逢。 良馬行
四千五百三十四里一百九十一分里之四十六。 駑馬行一千四百六十五里一百九十一
分里之一百四十五。



























































を求めてみよう。n 日目までに良馬の走る距離を Sn、駑馬の走る距離を snとすると、
39
『九章算術』訳注稿（24）（吉村昌之）



































































































































































































　　　　　　　　　　      図 1
　　　 　また図 2 のようにこの「中平の里」に平行数を加えたものが15日間の「定行の里」
となる。

































































































[二〇]今有人持錢之蜀[一]賈[二]。 利、 十、 三。 初返歸一萬四千。 次返歸一萬三千。
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